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１　18世紀前半の小鈴谷村の現状







文 11 年）には 202 人であったが、1693 年（元
禄 6年）には 331 人と大幅に人口が増えた。そ
の後 1754 年（宝暦 4年）までは、ほぼ横ばいの
微増であったが、1792 年（寛政 4年）には 400
人を超えた。元禄期までの人口増加は雨池の造
成などによる耕地の整備の影響が指摘できる。









　1694 年（元禄７年）から 1744 年（延享元年）
までの 45 年間で、333 人から 334 人と 1 名増
えているにすぎずほぼ同数といえる。この間の
1732 年（享保 17年）の「小鈴谷村人数書上帳」
には 362 人（男 199 人女 183 人）とあり、元禄
期からの約 30 年間で 30 名ほど増加しているこ
とがわかる。しかし、1731 年（享保 16年）の「小
鈴谷村宗門増減帳」（11）では増７人と減 14 人（出
生者６名と病死者 13 名）、同 17 年の同史料によ




徳 4年）から 1746 年（延享 3年）までの年別人
口増減については、【表３】に示した。
池　　名 完成年代 西　　暦
土取池 承応 2年 1653 年
ゆふな池 明暦元年 1655 年
隠廻間池 万治 3年 1660 年
沢池 万治 3年 1660 年
すつの池 寛文 2年 1662 年
まこも池 寛文 9年 1669 年
細谷池 寛文 10年 1670 年
へりち池 延宝 2年 1674 年
細谷池上 延宝 4年 1676 年





年　号 西　暦 増（名） 減（名）
正徳 4年 1714 年 10（8） 9（7）
享保 2年 1717 年 8（6） 18（16）
享保 3年 1718 年 3（1） 6（5）
享保 4年 1719 年 15（13） 5（5）
享保 5年 1720 年 4（13） 8（8）
享保 6年 1721 年 10（10） 17（17）
享保 7年 1722 年 11（9） 15（11）
享保 10年 1725 年 16（14） 9（7）
享保 11年 1726 年 8（4） 12（11）
享保 12年 1727 年 12（11） 7（5）
享保 13年 1728 年 11（9） 6（5）
享保 14年 1729 年 13（10） 5（4）
享保 15年 1730 年 8（8） 8（8）
享保 16年 1731 年 7（6） 14（13）
享保 17年 1732 年 5（4） 12（9）
享保 18年 1733 年 10（10） 9（9）
享保 19年 1734 年 6（5） 10（10）
享保 20年 1735 年 6（6） 7（7）
元文 2年 1737 年 7（7） 13（13）
元文 3年 1738 年 9（7） 12（10）
元文 4年 1739 年 9（9） 8（7）
寛保元年 1741 年 19（17） 3（3）
寛保 2年 1742 年 6（4） 9（8）
延享元年 1744 年 7（6） 22（22）
延享 2年 1745 年 10（8） 15（13）






元　号 西　暦 人　口 男 女
寛文 11年 1671年 202 112 90
延宝 5年 1677年 207 117 90
元禄 6年 1693年 331 169 162
元禄 7年 1694年 333 171 162
享保 11 年 1726年 371 188 183
元文 3年 1738年 341 170 171
延享 4年 1747年 334 169 165
寛延 3年 1750年 344 173 171
宝暦 4年 1754年 348 171 177
明和 3年 1766年 371 186 183
明和 5年 1768年 362 180 182
明和 6年 1769年 369 186 183
寛政 4年 1792年 407 205 202


























































































































































































































と、同年５月から 10 月までの病人は 78 名、
年　号 西　暦 年 貢 率
元文 2年 1737 年 4.515
元文 3年 1738 年 4.263
元文 4年 1739 年 4.312
元文 5年 1740 年 3.783
寛保元年 1741 年 4.72
寛保 2年 1742 年 4.348
寛保 3年 1743 年 4.299
延享元年 1744 年 4.434
延享 2年 1745 年 4.35 5 ヶ年定免
延享 3年 1746 年 4.35 5 ヶ年定免
延享 4年 1747 年 4.35 5 ヶ年定免
寛延元年 1748 年 4.35 5 ヶ年定免
寛延 2年 1749 年 4.35 5 ヶ年定免
寛延 3年 1750 年 4.31
宝暦元年 1751 年 4.321
宝暦 2年 1752 年 4.23
宝暦 3年 1753 年 4.121
宝暦 4年 1754 年 4.387
宝暦 5年 1755 年 4.483
宝暦 6年 1756 年 4.35 3 ヶ年極免
宝暦 7年 1757 年 4.35 3 ヶ年極免
宝暦 8年 1758 年 4.35 3 ヶ年極免
宝暦 9年 1759 年 4.35 3 ヶ年極免
宝暦 10年 1760 年 4.35 3 ヶ年極免
宝暦 11年 1761 年 4.35 3 ヶ年極免
宝暦 12年 1762 年 4.35 5 ヶ年極免
宝暦 13年 1763 年 4.35 5 ヶ年極免
明和元年 1764 年 4.35 5 ヶ年極免
明和 2年 1765 年 3.781 破免
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